
【説明資料１】福岡市特定犬種による咬傷事故防止対策検討委員会設置の目的等

全国的に闘犬種による人や動物への咬傷事故が問題となっている中、福岡市内でも令和７年２

月に飼育場所から脱走したアメリカン・ピット・ブル・テリア（以下「ピットブル」という。）が散歩中の

犬を襲い、さらに、助けようとした飼い主にも咬みついて大けがを負わせた。

当該事故の後、闘犬種の飼育について、市民から不安や規制強化を求める声が上がっている。

福岡市動物の愛護及び管理に関する条例において、「飼い主は犬をさく、檻等の囲いの中で、

又は、綱、鎖等でつないで飼育すること」及び「犬を連れ出す場合は制御できる者が確実につな

ぐこと」と規定されているが、咬傷事故の多くは、「飼育場所から脱走した際」と「散歩中」に発生

している。

福岡市が闘犬種（ピットブル、土佐犬）を対象に訪問調査を行った結果、一部の飼い主において、

飼育方法や認識に問題が認められ、継続的な訪問指導が必要であることが判明した。

１．目的

２．意見聴取事項

３．スケジュール・検討内容 （予定）

咬傷事故を確実に防ぐためには、飼育時の係留や散歩の両面から

更なる対策を検討する必要があるため、人等に重大な危害を加える

おそれが高い闘犬種等（以下「特定犬種」という。）による咬傷事故

防止に係る規制について意見を聴取することを目的とする。

時期 検討内容

第1回 ７月９日

①咬傷事故の現状と課題

・咬傷事故の発生状況

・咬傷事故防止に関する取組み（飼育実態調査等）

・闘犬種及び大型犬種の特性 等

②咬傷事故の防止対策（飼育時の係留方法、散歩時の留意点等）

第2回 ８月上旬
①対象とする犬種等

②咬傷事故の防止対策（飼育時の係留方法、散歩時の留意点等）

第3回 9～10月 ①咬傷事故防止対策の方向性及び実効性

（1） 特定犬種の飼い主に対する監視・指導に関する事項

（2） 特定犬種の飼育方法に関する事項

（3） その他犬の咬傷事故防止に関する事項
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